
子
ど
も
の
成
長
へ
魔
法
の
言
葉

　「
や
れ
ば
で
き
る
！
」と
子
育
て
の
講
演
会

で
話
を
聞
い
て
か
ら
、
我
が
家
で
は
、「
や

れ
ば
」と
私
が
言
う
と
、
子
ど
も
た
ち
は
続

い
て「
で
き
る
」と
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
が
魔
法
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
き

な
く
て
も
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
大
事

だ
と
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
日
々
忘
れ
ず
、

頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
応
援
し
、
大
好
き
な

わ
が
子
と
の
大
事
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
き

た
い
。
サ
ッ
カ
ー
三
兄
弟
、
努
力
を
忘
れ
ず
、

前
進
あ
る
の
み
。
頑
張
れ
！

  

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ（
47
歳
）

健
康
の
秘
訣

　
私
の
秘
訣
は
、
毎
日
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
す

る
こ
と
で
す
。
１
万
歩
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
が
、
都
合
に
よ
り
毎
日
と
は
い
き
ま
せ
ん
。

歩
く
と
き
は
田
畑
の
変
化
、
鳥
の
鳴
き
声
、

景
色
の
移
り
変
わ
り
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
て
、

と
て
も
有
意
義
で
す
。
新
し
い
発
見
も
あ
り
、

満
足
し
て
い
ま
す
。
人
生
１
０
０
年
時
代
と

言
わ
れ
、
何
が
必
要
か
と
自
問
自
答
し
た
時

に
、
そ
れ
は
元
気
な
体
、
す
な
わ
ち
健
康
で

あ
る
と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

ラ
ッ
キ
ー（
66
歳
）

か
わ
い
い
野
菜
た
ち

　
数
年
前
か
ら
プ
ラ
ン
タ
ー
で
野
菜
や
イ
チ

ゴ
を
栽
培
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
き
っ

と
母
の
影
響
だ
と
思
い
ま
す
。
昔
は
野
菜
を

栽
培
し
て
い
る
母
を
見
て
い
る
だ
け
で
、
手

伝
う
こ
と
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
今
、

自
分
で
プ
ラ
ン
タ
ー
に
野
菜
や
イ
チ
ゴ
を
植

え
て
、
毎
日
観
察
し
た
り
、
水
や
り
や
追
肥

を
し
た
り
す
る
の
が
楽
し
く
、
成
長
を
見
る

の
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
気
持

ち
に
な
れ
る
の
も
母
の
お
か
げ
だ
な
と
思
い

ま
す
。
お
母
さ
ん
あ
り
が
と
う
。

カ
カ
マ
マ（
40
歳
）

新
し
い
学
び

　
最
近｢

彩い
ろ

む
す
び
書｣

と
い
う
文
字
の
書

き
方
を
学
び
ま
し
た
。
１
枚
の
は
が
き
に
書

き
ま
す
。
例
え
ば｢
あ
り
が
と
う｣

の
文
字
の

大
き
さ
や
太
さ
、
文
字
の
並
び
ま
で
自
由
で

い
い
ん
で
す
。
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
い
か

に「
ね
ば
な
ら
な
い
」｢

こ
う
あ
る
べ
き｣

の
中

で
生
活
し
て
い
る
の
か
改
め
て
知
っ
た
気
が

し
ま
し
た
。
自
由
な
発
想
で
頭
の
中
と
心
と

体
を
解
放
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

書
く
と
い
う
こ
と
が
、

と
て
も
楽
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。

ゆ
う
ち
ゃ
ん（
63
歳
）

反
抗
期
真
盛
り
　
　
　
　
　
　

お
ま
せ
な
４
年
生

ゴ
ー

読 者 の ひ ろ ば

投稿・問合先／本庁秘書広報課企画総務・広聴広報G（内線4122）
　　　　　　　　�koho@city.satsumasendai.lg.jp

掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。

山 café 寺山レストラン
住  天辰町 2453-30
営  11:00 ～ 17:00
休   月曜日（ただし、月曜日が祝日

の場合は火曜日が定休日）
（29）2150
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●
川内中央
中学校

●
川内中央
中学校

川
内
駅
川
内
駅 ●川内商工

　高等学校
●川内商工
　高等学校

●
せんだい
宇宙館

●
せんだい
宇宙館

●
国際交流
センター

●
国際交流
センター

山café
寺山レストラン

【締切】 6 月 26 日（月）消印有効【締切】 6 月 26 日（月）消印有効

　上記締切までにお便りを頂いた方の中から抽選で、
「山café寺山レストラン｣のお食事券（1,000円）を３人
にプレゼント。
　店内の大きな窓からは市街地を流れる川内川や、天
気が良い日は甑島を眺めながら食事ができるレストラ
ン。人気のワンプレートランチは、煮込みハンバーグ
をメインに、体に優しい雑穀米やサラダ、スープ、デ
ザートまで付く大満足のメニュー。
　ゆったりとした時間の流れを感じながら、癒やしの
ひとときをお過ごしください。

◀Instagram
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キジカケル突撃レポート！
人のとなりに
薩摩川内市で暮らす
〜移住・定住制度が新しくなりました〜
第47回全国高等学校総合文化祭「2023かごしま総文」
国民年金に加入中の皆さん　
「免除・猶予」制度についてご存じですか？／防災トピックス
令和３年度決算に基づく本市の財務書類を作成しました
生涯学習「まちづくり出前講座」を活用してみませんか
企業のチカラ
かごしま国体通信
私のFood記
まちの話題
情報掲示板
うぶごえ・おくやみ
読者のひろば

■発　行

薩摩川内市
〒895-8650　鹿児島県薩摩川内市神田町3-22
　　　　　　 � �0996（23）5111�� �0996（20）5570
　　　　　　 � �0996（22）8115�（直通）�
　　　　　　 ※音声案内後に内線番号を押してください。

閉庁日および時間外��� �0996（23）5115

■編　集

本庁未来政策部秘書広報課
koho@city.satsumasendai.lg.jp

■各支所など

樋脇支所　　〒895-1292　樋脇町塔之原1173
　　　　　　� �0996（37）3111��� 0996（37）2252
入来支所　　〒895-1492　入来町浦之名33
　　　　　　� �0996（44）3111��� 0996（44）3117
東郷支所　　〒895-1106　東郷町斧渕362
　　　　　　� �0996（42）1111��� 0996（42）0767
祁答院支所　〒895-1595　祁答院町下手67
　　　　　　� �0996（55）1111��� 0996（55）1021
甑島振興局　〒896-1201　上甑町中甑481-1
　　　　　　� �09969（2）0001��� 09969（2）1490
　里市民サービスセンター　〒896-1192　里町里1922
　　　　　　� �09969（3）2311��� 09969（3）2912
　鹿島市民サービスセンター　〒896-1392　鹿島町藺牟田1457-10
　　　　　　� �09969（4）2211��� 09969（4）2672
下甑支所　　〒896-1696　下甑町手打819
　　　　　　� �09969（7）0311��� 09969（7）0753
消防局　　　〒895-0072　中郷町5031-1
　　　　　　� �0996（22）0119��� 0996（20）3430
水道局　　　〒895-0074　原田町22-10
　　　　　　� �0996（20）8500��� 0996（20）8512

■
　
広報電話

0120（894）256
※�夜間救急当番医や水道サービスセンターの情報
が電話で確認できます。

やくしょにコール

問合先／�本庁未来政策部秘書広報課（内線 4122）

◀︎ Android 版 ◀︎ iOS 版

広報紙アプリ「マチイロ」

＜目　次＞

　スマートフォンやタブレットで「広報薩摩川内」や「薩摩川
内市議会だより」を読むことができます！ダウンロードして
ぜひご利用ください。

変わらぬ美しさ

　今月の表紙は、「キジカケル突撃
レポート！」と「人のとなりに」で 
取り上げた鹿児島純心大学のサン
タマリア館にあるステンドグラス
です。このステンドグラスには、
フランスのサクレ・クール寺院が
デザインされていて、天気や光、
見る角度によっても印象が異なり、
1 日の中でもいろいろな美しさを
感じることができます。
　このステンドグラスのように、
取材を通して、大学内で出会った
先生や学生の表情は、笑顔にあふ
れ、とても輝いていました。

◎今月の表紙

担当者の声

４月の人事異動で、広報紙制作に携わることになりまし

た。今までの職場では、「窓口での手続き」や「制度な

どの説明」、「まちの魅力のＰＲ」などを行っておりましたが、

それらを伝える手段は、いずれも会話でした。

　今回は、まちの話題や魅力を伝えていく広報紙という紙面

が、その手段となります。「限られた紙面の中で」「簡潔明瞭

で」「伝わる表現で」多くの情報を盛り込み広報紙を作って 

いく。改めて、言葉を文字にしてつなげていくことの難しさ

を感じているところです。

　今回の６月号から、編集会議に参加し、広報紙制作に最初

から関わりました。一つ一つが学びの日々となっております

が、今までの経験を生かしながら、市役所の取り組みだけ 

でなく、まちの話題や出来事、魅力が、分かりやすく伝わる

ような広報紙制作に取り組んでまいりますので、今後とも 

「広報薩摩川内」をよろしくお願いします。　　　　   （中村）

◀�サンタマリア館の天井にある
　ステンドグラス

25 Satsumasendai city Public Relations, 2023.6.10


